
入院時に持参して下さい。

月日（日時） ／ ／ ／　　～　　／　 ／ ／

経過（病日等） 入院日 手術前日 手術日当日(治療前) 術後２～３日目 術後４～５日目 術後６～７日目

◇血圧・脈拍が安定している 【退院基準】

◇痛みがコントロールできる ◇退院後の生活 ◇退院ができる

　 ◇呼吸が安定している が理解できる ◇退院について不安がない

◇合併症の症状・所見がない

（管を挿入した部分に血液がたまって硬くなったり

発熱等がない、他に新しい症状が出現せずに経過できる）

治療・薬剤 左手に2本点滴をします 先生の指示で点滴は

 (点滴・内服) 終了します

術後、心電図・酸素の値を測るモニターをつけます

手術当日は、１時間毎に自動で血圧測定を行います

処置

治療用の病衣に着替えます

鼠径周辺の毛を剃ります

弾力ストッキングをはきます

制限はありません ベッド上で安静です

治療の状況にもよりますが、血管造影検査の時より

も安静時間は長くなります

安静時間は医師より説明があります

治療用のベッドになりますので

両側の頭元・足元全てにベッド柵
運動靴の使用をお願いいたします がされた状態になります
普段どおり食事ができます ２４時以降は絶食です 水分も食事もとることができません 検査前の絶食は

必要ありません

食事

洗面・歯磨きをしてください 入浴ができます

※男性の方は髭剃りもしてください

爪切りをしてください

制限はありません 尿の管を挿入します 尿の管を抜きます

便意をもよおした時は、ベッド上で便器かオムツ

を使用します

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。

注２　入院期間については現時点で予想される期間です。 2023年8月改訂
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術後８日目

看護師から患者さ
ん本人へ退院後
の生活の注意点
についてパンフ
レットを使用して説
明を行います

検査

術後６日目前後
に頭のＭＲＩとＣＴの
検査があります

管の挿入部から出血してい
なければガーゼをとります

内服がある方は薬を確認し
ます。ワーファリンを飲んで
いる方は点滴に変わる事
があります。

除去します

左手に麻酔作用のある筋肉注射を行
います

◇入院生活について理解
ができる

◇手術前の検査・処置の
必要性が理解できる

手術後１日目

達成目標

　　　手術直後～集中治療室（SICU）

◇深部静脈血栓症の徴候がない

STA0700030
／ 　／

未破裂脳動脈瘤コイル塞栓術 を受けられる(                                     )さんへ

説明日（　　　／　　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　　）

患者様及びご
家族への説明

生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

安静時間終了時に医師が管を挿入した部位の確認を行いま
す

手術後に採血・ＣＴの検査があります

酸素マスクをしています　　　　　　　　　除去します

治療をした部位の出血や痛み、手足のしびれ、力が入らない
などの体に異常な症状を感じた時はすぐにナースコールを押
してください

管を挿入していた部位のガーゼが外れたら寝返りは出来ま
すが、翌日まではベッド上で過ごします

手術が終わり次第、ご家族へ連絡致しま
すので医師からの説明後に面会できます

安全

清潔

医師の指示で朝６時に内服をする場
合がありますので必要時お持ちしま
す

排泄

活動・安静度

についてパンフレットを使用して説明を行います

ナースコール・ベッド柵を設
置します

担当医師が病状及び検査
について説明します

担当医が検査結果の説明をします

看護師からご家族の方へ、退院後の生活の注意点

体拭きをします

術後４日目に採血
があります

歩き始めはふらつき
ます。注意してくださ

い

手術中、家族の方は病棟のデイルー
ムで待機となります

入れ歯・時計・指輪・シップ・眼鏡・コ
ンタクトレンズ・かつらなどは手術室
に行く前に必ず外してください

※貴重品は必ずご家族に預けてくだ
さい。床頭台の鍵は何も入っていな
い状態で看護師へ返却してください

薬剤師より退院処
方についての説明
があります

術後翌日に病棟へ戻ります
（術後の状態で変更になる
可能性もあります）

手術に必要な物品が揃っ
ているか確認しますので
一つの袋にまとめてくださ
い（看護師が当日の朝に
お預かりします）

入浴やシャワー浴ができま
す

何かわからないことがあれ
ば、いつでもお尋ねください

体を清潔にし髪を洗って
下さい

弾性ストッキングのサイズ
を測定します

採血・頭のＣＴ・レントゲンが
あります

病室へ帰ったら手術前と同様のベッド柵を設置し
ます

運動靴の使用をお願いいたします

腰がつらい時や安静がつらい時、気分が悪いときな
どは自分で動かず看護師にお知らせください

手術が終わったら７階のＳＩＣＵ（集中治療室）へ移動します

   ／

内服薬がある方は薬をお
預かりします

眠れない場合は早めにご
相談ください。
眠剤を使用できます

入院時採血・レントゲン・心
電図検査があります

治療用のベッドで治療室へ移動しま
す

離れる場合は必ず看護師にお伝えく
ださい

※飲水は医師の指示になるので指示
に従ってください

薬剤師より持参されたお薬
の確認を行います

看護師が病棟の案内をし
ます

手術前後に関しての説明
をします

◇安静解除後、安全に離床
を進めることができる

頭痛など痛みがある時は痛み止めを使用します。６時間おき
に１日に３回まで使用できますので看護師にお知らせくださ
い

管を挿入していた部
位の観察を行います

安静の制限はありません

術翌日、医師の指示が出て
から水分・食事をとる事が
できます

傷の状態が良けれ
ば術後２～３日目か
らシャワー浴ができ
ます

術翌日から看護師と一緒に
歩く練習をします

手術前から内服している薬
がある方は医師の指示で
薬を再開します

平日日中：脳外科外来 ０９４２-３１-７６１７
（午前９時～１６時）

夜間・休日：東８階病棟０９４２-３１-７６７３ 

歩行時のふらつきが強い時は看護師が付き添いをさせていただきます

《症状が出たらすぐに連絡を》
・顔半分の麻痺・片方の手足の動かしづらさやしびれ、しゃべりにくさ、
言葉のでづらさ、物が二つに見えるなどの症状が出た場合
・造影剤のアレルギー症状（発疹や気分不良）や、管の挿入部の硬結
（コリコリと触れる）、皮下血腫が広がったなど
上記の症状や気になる症状がみられた場合は下記の連絡先へ電話し
てください


